
(57)【要約】

【課題】　倫理上の問題もなく、安全で、安定して供給

され、保存・輸送も容易で、生体への適用後は、自己の

細胞が速やかに入り込み、自己の組織と置き換わって吸

収される生体材料で、自己の組織に対して、再生促進作

用のあるコラーゲン薄膜シート、その製造方法、それを

用いた再建方法、および自己組織再生誘導型人工皮膚・

粘膜を提供することを目的とする。

【解決手段】　細胞の再生を誘導する生理活性物質を含

有するコラーゲンハイドロゲルを低温で乾燥させて薄膜

のシート状にしたコラーゲン薄膜シートであって、前記

コラーゲン薄膜シートは、生体に適用したとき、人工の

細胞外マトリックスの役割を果たし、生体内で徐々に分

解吸収されながら自己組織の再生を誘導する。また、コ

ラーゲン薄膜シートが自己組織再生誘導型人工皮膚・粘

膜であるときは、皮膚・粘膜の欠損部分に適用すること

により、自己組織の再生を誘導して皮膚・粘膜の機能を

再建する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 細 胞 の 再 生 を 誘 導 す る 生 理 活 性 物 質 を 含 有 す る コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル を 、 低 温 で 乾 燥
さ せ て 薄 膜 の シ ー ト 状 に し た コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト で あ っ て 、 前 記 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト
は 、 生 体 に 適 用 し て 、 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 生 体 内 で 徐 々 に 分 解 吸
収 さ れ な が ら 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 す る こ と を 特 徴 と す る コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト は 、 生 理 活 性 物 質 を 含 有 す る コ ラ ー ゲ ン 酸 性 溶
液 を 中 性 化 し て 得 ら れ る コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル を 、 ４ ～ １ ０ ℃ で 自 然 乾 燥 さ せ て 薄 膜 の
シ ー ト 状 に し て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト を 再 水 和 さ せ て コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 シ
ー ト と し 、 前 記 コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 シ ー ト を 、 生 体 に 適 用 し て 、 人 工 の 細 胞 外 マ
ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 生 体 内 で 徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ な が ら 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 し
て 、 生 体 の 機 能 を 再 建 す る こ と を 特 徴 と す る コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト を 用 い た 生 体 の 機 能 の
再 建 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト は 、 細 胞 増 殖 や 分 化 を 促 し 、 血 管 新 生 を 誘 導 す
る 蛋 白 質 が 生 理 活 性 物 質 で あ る 場 合 に は 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 と な り 、 前 記
自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 は 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 の 欠 損 部 分 に 適 用 し て 、 人 工 の 細
胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 内 で 徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ な が ら 自 己 組
織 の 再 生 を 誘 導 し て 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 の 機 能 を 再 建 す る こ と を 特 徴 と す る 自 己 組 織 再 生 誘
導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 。
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 皮 膚 お よ び 粘 膜 等 の 欠 損 部 の 治 療 等 に 用 い る 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 の コ ラ ー ゲ
ン 薄 膜 シ ー ト 、 そ の 製 造 方 法 、 そ れ を 用 い た 再 建 方 法 、 お よ び 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮
膚 ・ 粘 膜 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 熱 傷 や 悪 性 腫 瘍 な ど 各 種 疾 患 の た め 生 じ た 皮 膚 や 粘 膜 の 欠 損 部 位 の 再 建 に は 、 自
家 皮 膚 移 植 が 行 わ れ て き た 。 し か し な が ら 、 自 家 皮 膚 移 植 の 場 合 に は 、 移 植 皮 膚 採 取 部 位
に ま た 新 た に 皮 膚 欠 損 が で き て し ま う と い う 欠 点 が あ っ た 。 こ れ ま で に 、 培 養 細 胞 を 用 い
た 多 く の 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 が 考 案 さ れ 試 み ら れ て き た が 、 こ れ ら は い ず れ も 生 き た 細 胞 で あ
り 、 そ の 保 存 輸 送 が 困 難 で コ ス ト が か か り 、 移 植 皮 膚 の 供 給 の 限 界 、 さ ら に 培 養 に 使 用 す
る 血 清 な ど に よ る 感 染 症 の 危 険 が 常 に 伴 っ て い た 。 ま た 、 死 体 か ら 採 取 し た 皮 膚 な ど も 開
発 さ れ て い る も の の 、 な お 感 染 症 の 危 険 と 、 さ ら に 倫 理 的 問 題 が 伴 う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 の 問 題 を 解 決 す る た め 改 良 を 進 め て い る 従 来 技 術 と し て は 、 生 体 親
和 性 高 分 子 （ コ ラ ー ゲ ン や 培 養 皮 膚 細 胞 ） を 素 材 と し た 人 工 皮 膚 で あ っ て 、 そ の 適 宜 の 位
置 に 取 扱 い 性 を 改 善 す る た め の 補 強 部 を 設 け た 人 工 皮 膚 の 例 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。 ま た 、 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス 成 分 を 有 す る ガ ラ ス 化 さ れ た ゲ ル の 水 和 物 か ら な る
薄 膜 で あ っ て 、 そ の 薄 膜 は 、 薄 膜 そ の も の と し て 、 ま た は 所 望 に よ り 保 持 体 と 一 体 化 さ れ
た も の と し て 、 細 胞 培 養 基 質 や 臓 器 癒 着 防 止 用 に 有 用 な 適 度 な 強 度 を 有 し 、 取 扱 い を 容 易
に し た 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス 成 分 含 有 ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 の 例 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参
照 。 ） 。 さ ら に 、 細 胞 成 長 因 子 蛋 白 質 を 徐 放 可 能 に 含 浸 し た ハ イ ド ロ ゲ ル か ら な る 育 毛 用
ハ イ ド ロ ゲ ル の 例 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ４ ３ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ８ ７ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ １ ８ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 倫 理 上 の 問 題 も な く 、 安 全 で 、 安
定 し て 供 給 さ れ 、 保 存 ・ 輸 送 も 容 易 で 、 生 体 へ の 適 用 後 は 、 自 己 の 細 胞 が 速 や か に 入 り 込
み 、 自 己 の 組 織 と 置 き 換 わ っ て 吸 収 さ れ る 生 体 材 料 で 、 自 己 の 組 織 に 対 し て 、 再 生 促 進 作
用 の あ る コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト 、 そ の 製 造 方 法 、 そ れ を 用 い た 再 建 方 法 、 お よ び 自 己 組 織
再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 細 胞 の 再 生 を 誘 導 す る 生 理 活 性 物 質 を 含 有 す る コ ラ ー
ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル を 、 低 温 で 乾 燥 さ せ て 薄 膜 の シ ー ト 状 に し た コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト で あ
っ て 、 前 記 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト は 、 生 体 に 適 用 し て 、 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割
を 果 た し 、 生 体 内 で 徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ な が ら 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 す る こ と を 特 徴 と す
る コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト で あ る 。
　 本 発 明 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト は 、 コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル の 薄 膜 に 生 理 活 性 蛋 白 質 を
含 有 さ せ る こ と に よ り 、 一 種 の ド ラ ッ グ デ リ バ リ ー シ ス テ ム と し て 働 く だ け で は な く 、 コ
ラ ー ゲ ン 自 体 も 生 体 に 対 し て 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 徐 々 に 生 体 内 で
分 解 吸 収 さ れ な が ら 、 自 己 の 組 織 に 置 き 換 わ っ て い く 性 質 を 持 ち う る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト が 、 生 理 活 性
物 質 を 含 有 す る コ ラ ー ゲ ン 酸 性 溶 液 を 中 性 化 し て 得 ら れ る コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル を 、 ４
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～ １ ０ ℃ で 自 然 乾 燥 さ せ て 薄 膜 の シ ー ト 状 に し て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る コ ラ ー ゲ ン 薄
膜 シ ー ト の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト を 再 水 和 さ せ
て コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 シ ー ト と し 、 前 記 コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 シ ー ト を 、
生 体 に 適 用 し て 、 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 生 体 内 で 徐 々 に 分 解 吸 収 さ
れ な が ら 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 し て 、 生 体 の 機 能 を 再 建 す る こ と を 特 徴 と す る コ ラ ー ゲ ン
薄 膜 シ ー ト を 用 い た 生 体 機 能 の 再 建 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト が 、 細 胞 増 殖
や 分 化 を 促 し 、 血 管 新 生 を 誘 導 す る 蛋 白 質 が 生 理 活 性 物 質 で あ る 場 合 に は 自 己 組 織 再 生 誘
導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 と な り 、 前 記 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 は 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜
の 欠 損 部 分 に 適 用 し て 、 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 内 で
徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ な が ら 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 し て 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 の 機 能 を 再 建 す る
こ と を 特 徴 と す る 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 で あ る 。
　 本 発 明 の 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 は 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 な ど の 欠 損 部 分 を 被 覆
す る こ と に よ っ て 、 そ の 場 所 で 、 生 理 活 性 物 質 を 保 持 し て 創 傷 治 癒 を 促 進 し 、 ま た 自 身 も
組 織 再 生 の 足 場 と し て 働 く こ と に よ っ て 、 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 し 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 の 機
能 を 再 建 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 を 、 倫 理 上 の 問 題 も な く 、 安 定 し
て 供 給 し 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 の 欠 損 部 位 を 補 填 す る 材 料 と し て 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、
生 体 内 適 用 後 、 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 が 再 生 す る ま で の 期 間 、 残 存 し て 、 自 己 組 織 再 生 促 進 作 用
を 示 す 一 方 、 徐 々 に 分 解 吸 収 さ れ る た め 、 生 体 組 織 に 長 時 間 残 存 し て 、 炎 症 な ど を 惹 起 す
る こ と な く 、 安 全 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 再 生 す る 組 織 が 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 で あ る
た め 、 移 植 の よ う に 免 疫 抑 制 剤 を 服 用 す る 必 要 も な く 、 拒 絶 反 応 の 心 配 も な い 。 さ ら に 、
自 家 皮 膚 移 植 の よ う に 移 植 皮 膚 の 採 取 の よ う な 無 用 な 皮 膚 切 開 が 不 要 で あ り 、 手 術 の 侵 襲
を 小 さ く す る こ と で 、 患 者 の 手 術 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト に 添 加 す る 生 理 活 性 物 質 は 、 必 要 と 目 的 に 応 じ て
適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 抗 生 物 質 を 添 加 す れ ば 、 感 染 予 防 機 能 と 創 傷 治 癒 促
進 作 用 を 併 せ 持 つ 創 傷 保 護 シ ー ト に 使 用 で き 、 ｂ Ｆ Ｇ Ｆ （ 塩 基 性 線 維 芽 細 胞 成 長 因 子 ） や
Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ （ 血 管 内 皮 増 殖 因 子 ） な ど の 細 胞 増 殖 や 分 化 を 促 し 、 血 管 新 生 を 誘 導 す る 蛋 白 質
を 添 加 す れ ば 、 床 ず れ や 皮 膚 潰 瘍 の 治 療 用 シ ー ト あ る い は 心 筋 梗 塞 の 治 療 用 の シ ー ト に 使
用 で き 、 ス テ ロ イ ド 剤 な ど の 抗 炎 症 物 質 を 添 加 す れ ば 、 皮 膚 瘢 痕 あ る い は ケ ロ イ ド 治 療 用
シ ー ト な ど に 使 用 で き る ほ か 、 消 化 管 吻 合 部 な ど の 狭 窄 予 防 シ ー ト 、 あ る い は 手 術 時 の 癒
着 予 防 シ ー ト 、 婦 人 科 用 の 不 妊 治 療 癒 着 防 止 シ ー ト な ど に も 応 用 で き る 。 さ ら に 、 筋 肉 細
胞 を 誘 導 す る よ う な 蛋 白 質 を 作 用 さ せ れ ば 、 心 筋 梗 塞 後 の 再 生 医 療 な ど に 使 え る 可 能 性 が
出 て く る 。 同 様 に 、 粘 膜 の 再 生 を 誘 導 す る 蛋 白 質 を 作 用 さ せ れ ば 、 消 化 管 や 口 腔 外 科 の 治
療 に 使 え る も の と な る 。
　 さ ら に 、 従 来 の コ ラ ー ゲ ン ゲ ル は も ろ く 、 取 扱 い が 難 し か っ た が 、 本 発 明 で は 薄 膜 の シ
ー ト 状 に し た こ と に よ り 、 取 扱 い を 容 易 に し 、 ま た 乾 燥 し た 薄 膜 シ ー ト と し て 保 存 で き る
の で 、 そ の 保 存 輸 送 が 簡 易 で あ り 、 安 全 に 安 定 供 給 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 図 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 の 概 略 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 自 己 組
織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 １ は 、 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 ２ 中 に 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 す る 生 理
活 性 物 質 ３ を 含 有 し た シ ー ト 状 の も の か ら な る 。
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　 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 １ は 、 自 己 組 織 の 再 生 を 誘 導 す る 生 理 活 性 物 質 ３ を
含 有 す る コ ラ ー ゲ ン 酸 性 溶 液 を 中 性 化 し 、 ３ ７ ℃ に 加 温 す る こ と で 得 ら れ る コ ラ ー ゲ ン ハ
イ ド ロ ゲ ル を 、 ４ ℃ で 自 然 乾 燥 さ せ 、 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト に し て 製 造 す る 。 使 用 に 際 し
て は 、 こ れ を 再 水 和 さ せ て コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 シ ー ト と し 、 皮 膚 欠 損 部 も し く は
粘 膜 欠 損 部 を 被 覆 す る 。 生 理 活 性 物 質 ３ が 周 囲 の 組 織 か ら の 再 生 を 誘 導 す る と と も に 、 コ
ラ ー ゲ ン 薄 膜 シ ー ト 自 体 も 、 組 織 再 生 の 足 場 と し て 働 く こ と で 、 皮 膚 ・ 粘 膜 の 再 生 を 誘 導
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 １ を 形 成 す る 生 理 活 性 物 質 ３ に は 、 細 胞 増
殖 や 分 化 を 促 し 、 血 管 新 生 を 誘 導 す る 物 質 と し て 、 ｂ Ｆ Ｇ Ｆ や Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ が 挙 げ ら れ る が 、
組 織 の 再 生 を 誘 導 す る 物 質 で あ る な ら ば 、 と く に こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 ま た 、 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 ２ に 添 加 す る 生 理 活 性 物 質 ３ は 、 必 要 と 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す
る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 ２ か ら ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 サ ン プ ル 採 取 後 の 経 過 時 間 と 溶 出 し た ｂ Ｆ Ｇ Ｆ 量 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ
る 。 ｂ Ｆ Ｇ Ｆ を １ ０ ０ ｎ ｇ ／ ｍ ｌ 含 有 さ せ た コ ラ ー ゲ ン 薄 膜 ゲ ル を 、 ３ ７ ℃ の リ ン 酸 緩 衝
生 理 食 塩 水 中 に 静 置 し て 、 周 囲 の 溶 液 中 に 溶 出 し て く る ｂ Ｆ Ｇ Ｆ 量 を 測 定 し た 。 ４ ８ 時 間
経 過 後 も 、 少 量 ず つ 徐 々 に ｂ Ｆ Ｇ Ｆ が 溶 出 さ れ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 マ ウ ス の 背 部 皮 下 に ｂ Ｆ Ｇ Ｆ を １ μ ｇ ／ ｍ ｌ 含 有 さ せ た コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ
ル 薄 膜 シ ー ト を 埋 め 込 ん で か ら ７ 日 後 の 様 子 を 示 し た 写 真 で あ る 。 前 記 コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド
ロ ゲ ル 薄 膜 シ ー ト は 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 で あ る 。 こ れ を 再 水 和 さ せ て コ ラ
ー ゲ ン ハ イ ド ロ ゲ ル 薄 膜 と し 、 マ ウ ス の 背 部 皮 下 に 埋 め 込 ん だ と こ ろ 、 図 ３ の 写 真 に 見 ら
れ る よ う に 、 表 面 に 多 数 の 新 生 血 管 が 誘 導 さ れ 、 多 数 の 毛 細 血 管 と な っ て 現 れ た 。 こ の 様
子 か ら 、 自 己 細 胞 が 移 入 し て き て 、 組 織 の 再 生 が な さ れ た こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 、 マ ウ ス の 背 部 皮 下 に ｂ Ｆ Ｇ Ｆ を 含 有 し な い 薄 膜 シ ー ト を 埋 め 込 ん で か ら ７ 日 後
の 様 子 を 示 し た 写 真 で あ る 。 図 ４ の 写 真 で は 、 図 ３ の 写 真 と 比 べ て 、 表 面 に 新 生 血 管 が 少
な く 、 血 管 誘 導 は 認 め ら れ な い 。 組 織 の 再 生 も 十 分 で は な く 、 時 間 も か か っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ ら の 所 見 に よ り 、 本 発 明 の 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 を 用 い た 生 体 の 機 能 の 再 建 法 は 、 人 工 皮
膚 ・ 粘 膜 が 、 そ の 補 填 後 に 、 人 工 の 細 胞 外 マ ト リ ッ ク ス の 役 割 を 果 た し 、 生 体 内 で 分 解 吸
収 さ れ な が ら 再 生 す る 自 己 皮 膚 ・ 粘 膜 に 置 き 換 わ る も の で あ る 。 コ ラ ー ゲ ン マ ト リ ッ ク ス
と 添 加 さ れ た 生 理 活 性 物 質 に よ る 自 己 組 織 再 生 誘 導 効 果 を 有 す る と と も に 、 正 常 な 自 己 組
織 を 再 生 さ せ る と い う 点 で 、 従 来 の 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 よ り も 優 れ て い る こ と が 認 め ら れ た 。
　 本 発 明 の 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 は 、 難 治 性 皮 膚 潰 瘍 の 治 療 や 悪 性 腫 瘍 に 伴
う 粘 膜 切 除 後 の 再 建 な ど 、 皮 膚 科 領 域 、 形 成 外 科 領 域 、 血 管 外 科 領 域 、 頭 頸 部 外 科 領 域 、
歯 科 ・ 口 腔 外 科 領 域 等 の 様 々 な 分 野 に 活 用 さ れ う る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜 の 概 略 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 サ ン プ ル 採 取 後 の 経 過 時 間 と 溶 出 し た ｂ Ｆ Ｇ Ｆ 量 と の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る
。
【 図 ３ 】 マ ウ ス の 背 部 皮 下 に ｂ Ｆ Ｇ Ｆ を １ μ ｇ ／ ｍ ｌ 含 有 さ せ た コ ラ ー ゲ ン ハ イ ド ロ 　 　
ゲ ル 薄 膜 シ ー ト を 埋 め 込 ん で か ら ７ 日 後 の 様 子 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ウ ス の 背 部 皮 下 に ｂ Ｆ Ｇ Ｆ を 含 有 し な い 薄 膜 シ ー ト を 埋 め 込 ん で か ら ７ 日 　 　
後 の 様 子 を 示 し た 写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 自 己 組 織 再 生 誘 導 型 人 工 皮 膚 ・ 粘 膜
２ 　 コ ラ ー ゲ ン 薄 膜
３ 　 生 理 活 性 物 質

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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